
人間文化学部　人間文化学科

目指すべき人材像 ４年間で育てたい力
（ＮＤ６）

ディプロマポリシー
（学位授与方針）

カリキュラムポリシー
（教育課程編成・実施方針）

アドミッションポリシー
（入学者受入れ方針）

キリスト教精神に基づい
て、他者と自分を尊び、全
人的な「常識」と「良識」
を備え、自由に自分の人生
を選び取っていく自立・自
律した健康な女性
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キリスト教精神に基づいて
豊かな人間性と奉仕の精神
を養い、自立・自律した女
性として社会に貢献できる
資質を身につけている。

キリスト教精神や女性の生
き方についての学びや現代
社会における豊かな人間性
と奉仕の精神について学ぶ
ことに加え、専門科目とし
て「典礼音楽特講」「キリス
ト教とラテン語ⅠⅡ」「哲学
とキリスト教」を配置する。

〔期待する能力〕世界の諸国
や日本の文化・言語につい
て学ぶ意欲があり、他者と
のコミュニケーションや社
会との関わりの中で、自己
の人格を高めることに興
味・関心があり、努力しよ
うとしている。
〔選考方法〕面接、自己記入
書、書類

人間やその生活、社会、自
然のすべてについての幅広
い知識と教養を身につけ、
新たな理解を行い、自己涵
養に努める女性
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「日本語と日本文化」「多文
化理解」「芸術と思想」「読
書と情報の文化」の４領域
にわたる基礎知識、国際的
な広い視野と教養をもち、
深く考察できる技能を身に
つけている。

専門科目として「日本語と
日本文化」「多文化理解」「芸
術と思想」「読書と情報の文
化」の４領域から多彩な教
養の学びとして知識・理解
に関する科目を配置する。

〔期待する能力〕世界の諸国
や日本、およびその文化や
言語について関心を持ち、
高等学校卒業程度の教科書
記載内容の知識を持ってい
る。
〔選考方法〕書類、自己記入
書、資格、学力試験、面接

グローバル化の時代に対応
し、外国語および日本語で、
国籍や言語の異なる人々と
も円滑にコミュニケーショ
ンを行うスキルや外国語を
読み書きできる力を身につ
けた女性
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多様化、複雑化する現代社
会が抱える諸問題を人文学
的観点から対応するための
日本語および外国語でのコ
ミュニケーションスキルと
読み書き能力を身につけて
いる。

共通教育科目で学ぶ、世界
の様々な言語の学修に加
え、専門科目に書き言葉・
話し言葉の両面を使いこな
す国語力および社会人とし
て求められるプレゼンテー
ション能力を身につけられ
る関係科目を配置する。

〔期待する能力〕高等学校卒
業程度の国語力を持ち、書
き言葉、話し言葉の両面で
コミュニケーション力に磨
きをかけることに関心を
持っている。
〔選考方法〕書類、自己記入
書、資格、学力試験、面接

現代社会のさまざまな課題
に対して、知識や現象を分
析し、適切な情報処理を
行って、批判的、論理的に
思考し、問題解決を行う力
を身につけた女性
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現代社会のさまざまな課題
に対して、人文学分野の情
報を収集・分析する技能と
論理的な思考力を身につけ
ている。

専門科目にウェブデザイ
ン、フィールドワークなど
「人間文化」としての思考・
解決力を身に付けるための
科目を配置する。

〔期待する能力〕世界の諸国
や日本の文化・言語に関す
るさまざまな課題について
関心があり、それらを解決・
探求するための文献調査や
情報検索の方法について、
ある程度習得している。
〔選考方法〕書類、自己記入
書、資格、学力試験、面接

他者に心を開き、社会で不
利な立場におかれた人々を
含む、さまざまな人々と共
生・協働する力を身につけ、
すべての人が幸せに生きて
いくことに貢献する力を身
につけた女性
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さまざまな他者と共生・協
働するために必要な書き言
葉・話し言葉の両面を使い
こなす国語力および社会人
として求められるプレゼン
テーション能力を身につけ
ている。

多様な社会の中で人々と共
生・協働するために必要な
力を学ぶため、専門科目と
して「日本語コミュニケー
ションⅠⅡⅢ」「キャリアと
コミュニケーション」「昔話
とストーリーテリング」「識
字活動と子どもの権利」を
配置する。

〔期待する能力〕他者とのコ
ミュニケーション力があ
り、他者と協力・協働して、
社会への貢献を行うことが
できる。
〔選考方法〕書類、自己記入
書、面接

総合的な学修経験を行っ
て、実践的に、他者や社会
に対して、自らの学修成果
を発信する女性。また、専
門知識を基盤に、自ら立て
たテーマに基づき研究に取
り組み、学修成果をまとめ、
創造的に発信する女性
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学習経験と専門知識を基盤
に、自ら立てたテーマに基
づき研究に取り組み新たな
価値を創造する能力、諸問
題に対して適切に判断・対
処する力を身につけている。

1年次の「基礎演習」、２年
次の「発展演習」、３年次の
「専門演習」、そして４年次
の「卒業研究」において自
らの学習の成果をまとめ、
創造的に発信する力を育成
する。

〔期待する能力〕世界の諸国
や日本の文化・言語に関連
して、ユニークな発想によ
る企画や研究・制作を行い、
出版や情報に関する技術を
用いて、社会に発信するこ
とができる、もしくは発信
することに関心がある。
〔選考方法〕書類、資格、学
力試験、面接


